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要 旨

映像を用いた英語教育推進の一環として，昨年度より
進めている研究の経過報告である。題材としては，ドラ
マ シリーズを用い，昨年度は，どのような会話のス
トラテジーが，医療現場で働く人々と患者やその親族の
人々との談話の展開により効果的かを観察して，そのス
トラテジーの柱となる概念・構成要素をまとめた（ 愛
媛県立医療技術大学紀要 第一巻 第一号 に論文を掲
載）ので，今回は実際にそのストラテジーが成功してい
る場合，そうでない場合を検討し，英語教育の場ではど
のように適用させるかを考察し試行してみた。その結果，
医療現場においては，聞き手（主として患者）への配慮
だけでなく，話し手自身に対する配慮（社会的立場の維
持など）も必要で，それぞれの配慮を言語的に表現した
場合，それぞれどのようなスピーチスタイルを選択した
らよいのかを， の中の会話から観察してみた。そして，
話し手が，聞き手との人間関係や状況に応じて，バラン
スのとれたスピーチスタイルを選択してこそ，よりよい
コミュニケーションができることが明らかになり，英語
的発想からのコミュニケーションのとり方を学ぶ方向性
がとらえられた。




